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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 超小型衛星の通信サブシステムの実装では，衛星本体と地上局の両方の柔軟化を増加






 本研究では，環境観測衛星 Ten-Koh のために設計された通信サブシステムを最適化












衛星での SDR 利用の概要を説明し，宇宙環境において SDR に放射線が与える影響に
ついてまとめている． 


















学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は，民生品シングルボードコンピュータ及び SDR実装を用いた超小型衛星の
ための通信サブシステムを提案し，変調器・復調器，通信周波数，出力ゲイン，フィル
タ等の柔軟性を持たせた設計戦略をシミュレーションから検証し，運用中の超小型衛星
の解析結果との比較から，小型かつ高性能な通信サブシステムの可能性を示している．
本研究の結果は超小型衛星の分野において，通信サブシステムの設計の検証と柔軟性の
向上に貢献するところが大きいと考えられる． 
 また，本論文に関する学位論文調査会及び公聴会において，審査委員および出席者か
ら，運用中の超小型衛星の解析結果と計算値との整合性，消費電力と通信感度との関係，
オペレーティング・システムが放射能から受ける影響などに関して質問がなされたが，
いずれも著者から的確な回答がなされ質問者の理解が得られた． 
 以上により，論文調査及び最終試験の結果に基づき，調査委員会において慎重に審査
した結果，本論文が，博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した． 
